
令和７年度 シラバス（授業計画） 

工芸デザイン科 

２年生 

共 通 科 目 専 門 科 目 

１ 言語文化 １ 実習 

２ 公共 ２ 製図（セラ） 

３ 数学Ⅱ ３ 工業情報数理（デザ） 

４ 生物基礎 ４ セラミック技術（セラ） 

５ 体育 ５ セラミック工業（セラ） 

６ 保健 ６ インテリア計画（デザ） 

７ 英語コミュニケーションＩ ７ デザイン実践 

８ 家庭基礎 ８ デザイン材料（デザ） 

  ９ デザイン史 

 

 

愛知県立瀬戸工科高等学校 



科目名 言語文化 単位数 ２ 学年 ２ 学科 全学科 

教科書 標準 言語文化 （第一学習社） 教材等 
学習課題集 
現代文グレートラーニング４０ 
意味から学ぶ常用漢字 

目 標 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する

資質・能力を身に付ける。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

・「とんかつ」 
 
・「徒然草」 
 
・「短歌と俳句」 
 

教科書の内容読解に加えて、以下の内容も

行います。 
 
①漢字テキスト課題 
 週に一回の提出。 
 
②長期休暇や考査前の学習課題 
 
③短歌や俳句、年賀状などの創作 
 
④振り返りシート等 
 

２ 
学 
期 

・「故事成語」 
 
・「羅生門」 
 
・「年賀状を書く」 
 

３ 
学 
期 

・「伊勢物語」 
 
・「和歌と俳諧」  
 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

定期考査 
授業プリント等 

定期考査 
授業内での成果物等 

漢字学習、学習課題等 
授業内での成果物等 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価します。 
定期考査だけでなく、日々の漢字学習や授業にも積極的に取り組んでください。 
また、成果物そのものだけでなく、制作の過程や制作後の振り返りなども評価します。前向きに学

習しましょう。 
 



科目名 公共 単位数 ２ 学年 ２ 学科 全学科 

教科書 新公共（第一学習社）   教材等 
新公共ノート（第一学習社） 

ニュービジョン公共（浜島書店） 

目 標 
広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為

な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

●法や規範の意義と役割 
法と基本的人権 
自由に生きる権利と法・規範 
平等に生きる権利と法・規範 
安全で豊かに生きる権利と法・規範 

●司法参加の意義 
裁判所と司法 

●政治参加と公正な世論形成 
選挙の現状と課題 
世論の形成と政治参加 

●日本の安全保障と防衛 
平和主義と安全保障 

・法や規範の意義と役割について，現代の諸
課題を主体的に解決しようと試みます。 

・司法参加の意義について，現代の諸課題を
主体的に解決しようと試みます。 

・政治参加と公正な世論形成について，現
代の諸課題を主体的に解決しようと試み
ます。 

・日本の安全保障と防衛について，現代の諸
課題を主体的に解決しようと試みます。 

２ 
学 
期 

●雇用と労働問題 
労働者と権利 

●契約と消費者の権利・責任 
消費者の権利と責任 

●社会の変化と職業観 
日本経済のこれまでとこれから 
技術革新の進展 
現代の企業 

●市場経済の機能と限界 
日本の財政の課題 

●財政の役割と社会保障 
社会保障と国民福祉 

・雇用と労働問題について，現代の諸課題を
主体的に解決し，自分の将来のあり方につ
いて考えます。 

・18歳成年をふまえ，契約に関する知識や問
題を身近なこととして捉えて考えていきま
す。 

・市場経済の機能と限界について，現代の諸
課題を主体的に解決しようと試みます。 

・財政の役割と社会保障について，現代の諸
課題を主体的に解決しようと試みます。 

３ 
学 
期 

●公共的な空間をつくる私たち 
社会に生きる私たち 
個人の尊厳と自主・自律 
伝統文化とのかかわり 

 

・公共的な空間をつくる私たちについて，現代

の諸課題を主体的に解決しようと試みます。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

定期考査 
小テスト 

定期考査 
レポート 

課題プリント 
ノート 
発表 

担当者 
より 

この科目では、「知識・技能」と「思考・判断・表現」にやや重きを置いて評価します。 

定期考査だけでなく、発表などに対しても積極的に取り組んでください。 

また、レポートについては、学期に２回程度取り組みます。 

 



科目名 数学Ⅱ 単位数 2 学年 2 学科 全学科 

教科書 最新 数学Ⅱ （数研出版） 教材等 パラレルノート数学Ⅱ （数研出版） 

目 標 
いろいろな式や、図形と方程式及び三角関数の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す

るとともに、事象を数値化したり、数学的に解釈したりすることで、数学のよさを認識し、問題解決の力を育む。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

第 4 章 三角関数   

第１節 三角関数 

1.一般角 2.弧度法 3.三角関数 4.三角関数のグラフ  

5.三角関数を含む方程式や不等式 6.加法定理 7.加法定理の応用  

8.三角関数の合成   

 

① 一般角の大きさと動径の位置、度数法と弧度法の運用

など、新しい概念を学びながら、既習の公式や定理に当て

はめて活用することができる。 

②三角関数のグラフの概要を掴み、その性質について考察

し、活用することができる。 

③三角関数を含む方程式や不等式について、その解法を

考察する中で、三角関数の合成の方法を修得し、必要な値

を求められるようにする。 

２ 
学 
期 

第 1 章 式と証明  

第 1 節 式と計算 

1.多項式の乗法と因数分解 2.二項定理 3.多項式の割り算 

4.分数式の乗法・除法 5.分数式の加法・減法 6.恒等式 

第 2 節 等式・不等式の証明 

7.等式の証明 8.不等式の証明 9.相加平均と相乗平均 

 

第２章 複素数と方程式 

第 1 節 複素数と２次方程式の解 

1.複素数 

①これまでに学んだ計算の規則を応用し、３次以上の整式

の展開、因数分解ができるようにする。 

②二項定理を活用し、３次以上の式の展開をすることができ

る。 

③分数の性質を理解し、分数式の四則演算ができるようにな

るとともに、既存の分数の計算についても理解を深め、活用

することができる。 

④基本的な証明の方法を身につけることで、日頃の問題解

決や、事象の説明をする力を育む。 

⑤複素数の概念を理解し、数の体系を学ぶことができる。 

３ 
学 
期 

2.２次方程式の解と判別式 3.解と係数の関係 

第２節 高次方程式 

4.剰余の定理と因数定理 5.高次方程式の解法 

第３章 

第１節 点と直線 

1.直線の方程式 2.平面上の点 3.直線の方程式 4.２直線の平面と垂直 

①複素数の範囲にまで拡張した範囲の中で、既習の２次方

程式の解法を活用し、解を求めることができる。 

②剰余の定理や因数定理を活用し、高次の方程式を解くこ

とができる。 

③平面における点や直線について考察し、図形と関数との

関連に気づき、考察を深める中で、問題解決の能力を育

む。 

 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

定期考査 
小テスト 

定期考査 
小テスト 

授業中の様子 
ノート、問題集、課題の取り組み 

定期考査の振り返りシート 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。主体的に取り組む態度についても評価に関

わる割合は小さくないため、定期考査や小テストはもとより、課題等の取り組みにも手を抜かず、丁寧に取り組んでください。 

 



科目名 生物基礎 単位数 2 学年 2 学科 KD 

教科書 高等学校 新生物基礎 (第一学習社) 教材等 なし 

目 標 

・生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物

現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

・日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

・生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度

を養う。 

授  業  計  画 

 学 習 内 容 備    考 

１ 

学 

期 

第 1 章 生物の特徴 

 

１．生物の共通性 
２．生物とエネルギー 
 
 
第 2 章 遺伝子とその働き 
 
１．遺伝情報と DNA 
２．遺伝情報とタンパク質の合成 

 

定期考査ごとにパワーポイント、ワークシ

ート、シンキングツール、発表、自己評

価、相互評価、実験、小テストを評価しま

す。 

 

 

２ 

学 

期 

第３章 ヒトのからだの調節 

 

１．からだの調節と情報の伝達 
２．免疫 

３ 

学 

期 

第４章 生物の多様性と生態系 

 

１．植生と遷移 

２. 生態系とその保全 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

主 

な 

評 

価 

方 

法 

定期考査 

小テスト等 

パワーポイント 

ワークシート 

シンキングツール 

発表 

自己評価 

相互評価 

ノート 

実験 

長期休業中の課題 

担当者より 評価の観点の割合は、知識・技能：思考・判断・表現：主体的に学習に取り組む態度＝１：１：１です。 

 



科目名 体育 単位数 ２ 学年 ２ 学科 全学科 

教科書 現代高等保健体育（大修館） 教材等 種目に必要な用具 

目 標 
運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽しさや喜びを深く味わうこと

ができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意

欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

体つくり運動 （７単位時間） 

 

選択Ⅰ （１４単位時間） 

・器械運動 

・陸上競技                      

   

体育理論 （３単位時間） 

集団行動・ラジオ体操第２・体ほぐしの運動・体

力を高める運動 

器械運動：マット運動、鉄棒 

陸上競技：短距離走・リレー、ハードル走、長距 

離走、やり投げ  

【体育理論】 

スポーツにおける技能と体力 

スポーツにおける技術と戦術 

技能の上達課程と練習 

２ 
学 
期 

体育理論 （３単位時間） 

 

選択Ⅱ 下記から１種目（２４単位時間） 

・球技（バレーボール、バスケットボール、ハンドボール、

サッカー、テニス、バドミントン、卓球、ソフトボール） 

・武道  

【体育理論】 

効果的な動きのメカニズム 

体力トレーニング 

運動やスポーツでの安全の確保 

 

球技：基本技能の修得 

武道：柔道 

３ 
学 
期 

選択Ⅲ 下記から１種目（１９単位時間） 

・球技（バレーボール、バスケットボール、ハンドボール、

テニス、バドミントン、卓球、サッカー） 

・ダンス 

球技：基本技能の修得 

ダンス：創作ダンス、現代的なリズムのダンス 

※各選択種目は選択者の人数（男女比）等の都合

により、開講できない種目があります。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

実技テスト  理解度テスト 
発表会    技の出来映え 
行動観察 

行動観察  理解度テスト 
実技テスト  レポート課題 
発表会 

行動観察 
長期休業中の課題 
発表会 

担当者 
より 

この科目では 3 観点をまんべんなく評価します。 

自ら運動に親しみ、楽しく仲間と協力して運動をし、各種目のスキルを上達できるように頑張りましょう。 
 



科目名 保健 単位数 １ 学年 ２ 学科 全学科 

教科書 現代高等保健体育（大修館） 教材等 自作プリント 

目 標 
保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じ

て人々が自らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を育成する。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

生涯を通じる健康 
 １ライフステージと健康 
 ２思春期と健康 
 ３性意識と性行動の選択 
 ４妊娠・出産と健康 
 ５避妊法と人工妊娠中絶 
 ６結婚生活と健康 

・思春期における心身の発達や健康課題について特に性的成熟に伴い、心理

面・行動面が変化することについて理解する。 

・自分への行動への責任感や異性を尊重する態度が必要であること、及び性に

関する情報等への適切な対処が必要であることを理解する。 

・健康な結婚生活について、心身の発達や健康状態など保健の立場から理解す

る。 

・家族計画の意義や人工妊娠中絶の身体への影響について理解する。 

・単元にかかわる課題を見つけ､学習する。 

２ 
学 
期 

７中高年期と健康 
８働くことと健康 

 ９労働災害と健康 
１０健康的な職業生活 
健康を支える環境づくり 
１大気汚染と健康 
２水質汚濁、土壌汚染と健康 
３環境と健康にかかわる対策 
４ごみの処理と上下水道の整備 
５食品の安全性 
６食品衛生にかかわる活動 

・加齢に伴う心身の変化について、形態面及び機能面から理解する。 

・健康を守るための保健・医療制度があることを理解する。 

・健康の保持増進をするには、保健所･保健センター､病院等の医療機関及

び保健・医療サービスなどを適切に活用することを理解する。 

・わが国や世界では、健康の保持増進を図るために、健康課題に対応して

各種の保健活動や対策が行われていることを理解する。 

・人間の生活や産業活動に伴う環境問題が健康に影響を及ぼしたり､健康被害を

もたらすことを理解する。 

・食品の安全性の確保は、食品の製造・加工・保存・流通などの各段階での適切

な管理が重要であることを理解する。 

・単元にかかわる課題を見つけ、学習する。 

３ 
学 
期 

７保健サービスとその活用 
 ８医療サービスとその活用 
 ９医薬品の制度とその活用 
１０さまざまな保健活動や社会的対策 
１１健康に関する環境づくりと社会参加 

・健康被害の防止には、行政、生産者、消費者がそれぞれの役割を果たすことを

理解する。 

・労働による傷病や職業病などの労働災害について理解し、働く人々の健

康の保持増進のための総合的、積極的な対策を理解する。 

・単元にかかわる課題を見つけ、学習する 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

定期考査 
発言・発表の内容 
提出物の内容 

定期考査 
発言・発表の内容 
提出物の内容 

授業準備 
発言・発表の状況 
提出物の状況 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」により重点を置いて評価します。 
授業準備をしっかりして、正しい知識を身につけ、自分の考えを交えて発言できるように授業に取

り組んでください。社会生活を送る中で、自らの健康を守るための行動、また社会環境について

考えていきましょう。 
 



科目名 英語コミュニケーションＩ 単位数 ２ 学年 ２ 学科 全学科 

教科書 All Aboard! English Communication I 教材等 
Bricks1（いいずな書店） 
Listening Pilot Level1（東京書籍） 

目 標 
聞くこと、読むこと、話すこと[やり取り]、話すこと[発表]、書くことの五つの領域別に設定する目

標の実現を目指し、英語に関する総合的な資質・能力を育成する。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

Lesson 5  Learning from the Sea 
長浜高校水族館部 
【動名詞についての基本的な使い方】 
 
Lesson 6  A Funny Picture from the Edo Period 
奇想天外な浮世絵師 
【受け身の基本的な使い方】 

教科書の内容に加えて、 
①Bricks を使った単語小テスト 
②歌の暗唱テスト 
③スピーチ・インタビューテスト 
も行います。 
 

２ 
学 
期 

Lesson 7  A Diary of Hope 
アンネ・フランク 
【比較表現についての基本的な使い方】 
 
Lesson 8  A Door to a New Life 
ロボットカフェ 
【現在完了形についての基本的な使い方】 

３ 
学 
期 

Lesson 9  Fighting Plastic Pollution  
海の豊かさを守る 
【分詞についての基本的な使い方】 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

定期考査 
単語の小テスト 

定期考査 
パフォーマンステスト 
（歌・スピーチ・インタビュー） 

考査課題プリント 
長期休業中の課題 
振り返りシートなど 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。 
定期考査だけでなく、パフォーマンステストに対しても積極的に取り組んでください。 
また、授業中におけるさまざまな活動も積極的に評価をしますので、どんなことも前向きに学習し

ていきましょう。 
 



科目名 家 庭 基 礎 単位数 2 学年 2 学科 全学科 

教科書 
家庭基礎  持続可能な未来をつくる 

（第一学習社） 
教材等 

家庭基礎  学習ノート  
(第一学習社) 

目 標 
食生活、衣生活、消費生活、保育を中心に学び、人間の生涯の発達と生活の営みを総合的に

とらえ、多種多様な現象や問題を含む社会の中で、男女が協力して、持続可能な社会を目指し

たライフスタイルの確立ができる力を育成する。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

これからの生き方と家族 
生涯の生活設計 
家族・家庭と社会のかかわり 
 

衣生活をつくる 
被服材料と管理 
これからの衣生活 

家族の特徴を理解し、抱える問題を知る。 
協力して家庭をつくることの意義を理解する。 
家族関係の法律について理解する。 
衣服の役割、衣服素材の種類と特徴、構成、

衣服の表示について理解し、日常生活の中

で活用できるようにする。 
エプロン製作による基礎縫い技術の定着。 

２ 
学 
期 

食生活をつくる 
人の一生と食事 
栄養と食品 
食生活の安全のために 
食生活をデザインする 
 

経済生活をつくる 
私たちの暮らしと経済 
消費問題を考える 

食事の役割と重要性を認識する。 
五大栄養素の機能とおもな食品の特徴につ

いて理解する。食品の選び方、保存の仕方と

安全な食生活の関わりを知る。 
調理実習を通して基本的な調理技術を学ぶ。 
消費者信用の適切な活用について理解し、

実践できるようにする。 
消費者の権利と責任を知り、契約社会の常識

と消費者問題を理解する。 

３ 
学 
期 

次世代をはぐくむ 
子どもの発達 
子どもの生活 
子育て支援と福祉 
 

充実した生涯へ 
住生活をつくる 

身体発育と生理機能の発達、感情や言葉の

発達について知る。 
子どもの生活の特徴と注意点を知る。 
子育ての環境整備の重要性を理解する。 
高齢者の生活や心身の状態を知り、支援のあ

り方を考え、高齢期を支える基本的な制度や

仕組みを理解する。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

定期考査 
実習作品の出来栄え 
実習道具のプリントなど 

定期考査 
学習ノート 
授業中の発表など 

実習の振り返りプリント 
長期休業中の課題 
学習ノートなど 

担当者 
より 

この科目では３つの観点を均等に評価します。家庭科は、これからの人生を幸せなものにするた

めに必要な知識と技術を学ぶ教科です。授業の内容を常に実生活と結び付け、自分事として考

え、学んだことを実践できるように身に付けるつもりで積極的に取り組んでいきましょう。 
 



科目名 実習 単位数 ５ 学年 ２ 学科 
工芸デザイン科 

（セラミック陶芸コース） 

教科書 なし 教材等 教師自作教材 

目 標 
工業の発展と生活環境との調和のとれた在り方や現代社会における陶芸およびデザインの意義

や役割を理解し、改善・向上のため新しく提案し制作する能力を育成する。また、陶芸およびデ

ザインの分野に関する知識・技術・技能を習得するため、創造的・実践的な実習を展開する。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

 
工芸デザイン科の陶芸コースを対象とする。

陶芸を含む工芸の分野は幅広く、それぞれの

分野における基礎・基本的な内容を学習す

る。 
 

４分野（４コース）を年間通してローテーショ

ンし、その分野の実践的なプロセスによって、

陶芸・造形についての知識・技術・技能をより

深く学ばせる実習を展開する。 
 

 
 

 
実習（陶芸コース・5単位） 
 

４コース ・・・ ①プロダクト（型）  
②立体造形（紐づくり、てびねり） 
③ろくろ造形  
④絵付け・シルクスクリーン 

 

陶芸および、工芸、デザイン分野の技術・技能をより

専門的に、より深く習得させる。 
・課題を理解し、適性に選択できる。 
・道具の正しい使用法について理解できる。 
・オリジナル性に留意し、目的に応じたアイデアスケッ

チによる発想の展開ができる。 
・高い技能、表現力を身に付け、魅力および説得力あ

る作品を制作できる。 
 

２

学

期 

 
各コースで課題を行う。 

 
 

３ 
学 
期 

 
各コースで課題を行う。 
 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

作品 
取組姿勢の観察 
振り返りシート 

作品 
振り返りシート 
長期休業中の課題 

取組姿勢の観察 
振り返りシート 
長期休業中の課題 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。 
 
作品だけではなく、振り返りシートや長期休業課題に対しても積極的に取り組んでください。 
また、授業中におけるさまざまな活動も積極的に評価をしますので、どんなことにも前向きに学習 
していきましょう。 

 



科目名 実習 単位数 ５ 学年 ２ 学科 
工芸デザイン科 
（デザインコース） 

教科書 自作プリント等 教材等 教師自作教材 

目 標 

工業の発展と生活環境との調和のとれた在り方や現代社会におけるデザインの意義や役割を理
解し、改善・向上のため新しく提案する能力を育成する。また、デザインプロセスを総合的・合理
的に計画し、デザインの分野に関する知識・技術・技能を習得するため、創造的・実践的な実習
を展開する。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

工芸デザイン科のデザインコースを対象と
する。 
デザインの分野は幅広く、それぞれの分野
における基礎・基本的な内容を学習する。
３単位実習と２単位実習の２種類を行う。 
 
３単位実習について 
４分野（４コース）から、生徒各自が１つ
を選択し、その分野の実践的なプロセスに
よって、デザイン・造形についての知識・
技術・技能をより深く学ばせる実習を展開
する。 
 

２単位実習について 
４～８つのグループに分かれ、実際の製品
が、企画から販売されるまでの一連の流れ
を通年で体験する。（但し、製品の材質は
やきものに限定する） 
 
各分野で共通する実習内容の概要 
・課題の設定、選択 
・リサーチ（資料の収集・分析） 
・アイデアの展開（スケッチ・設計・製
図） 

・プレゼンテーション（作品制作・実験・
研修） 

３単位実習 
４コース …①素描（描写） 
      ②企画（物語等） 
      ③立体（製品） 
      ④空間（インテリア） 
 
選択したデザイン分野の技術・技能をより専門的
に、より深く習得させる。 
・課題を理解し、適性に選択させる。 
・デザインプロセスを理解し､適正な計画を立て
る。 
・オリジナル性に留意し、目的に応じたアイデア
スケッチによる発想の展開を求める。 

・高い表示、表現力を身に付け、説得力あるプレ
ゼンテーションまたは作品を要求する。 

 
２単位実習 
４～８グループにわかれ、各グループで課題を設
定する。 
例）食器、日用品、キッチン用品、生活雑貨等 
 

そこから、問題点の発見、改善すべき要素の優先順位
の選択、想定されるユーザーなどを、考察、設定し
て、プロトタイプから、販促用の広告からパッケージ
までを作り上げる。 2

学

期 

３単位実習 各コースで課題を行う。 
 

２単位実習 プロトタイプをつくる 

３ 
学 
期 

３単位実習 各コースで課題を行う。 
 

２単位実習 パッケージ及び、販促用媒体
の作成 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

作品 
取組姿勢の観察 
振り返りシート 

作品 
振り返りシート 
長期休業中の課題 

取組姿勢の観察 
振り返りシート 
長期休業中の課題 

担当者 
より 

この科目では３観点を均等に評価します。作品だけではなく、振り返りシートや長期休業課題に対

しても積極的に取り組んでください。 
また、授業中におけるさまざまな活動も積極的に評価をしますので、どんなことにも前向きに学習

していきましょう。 
 



科目名 製図 単位数 ２ 学年 ２ 学科 
工芸デザイン科 

（ｾﾗﾐｯｸ陶芸ｺｰｽ） 

教科書 デザイン製図（実教出版） 教材等 
基礎製図検定問題集 

自作教材 

目 標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の諸

課題を適切に解決することに必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）工業の各分野に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて 

理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）製作図や設計図に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業 

技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向 

上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

授  業  計  画 

 学 習 内 容 備    考 

１ 

学 

期 

・線の描き方            ・投影図の復習 

・投影図の練習問題       ・立体図の復習 

・基本的な図形のかき方     ・楕円を含む立体図 

・立体図の練習問題       ・補助投影図のかき方 

・図形の表し方❶ 

①等角図    ②断面図(全断面、半断面)  

・図形の表し方❷ 

①断面図   ②特別な図示法 

③展開図    ④補助投影図 

・教科書の内容に加えて、基礎製図検定 

問題集や自作教材を使用しながら実践 

的な力を身に付けていきます。 

 

 

２ 

学 

期 

・図形の表し方❸ 

①展開図   ②簡単な立体の投影図 等 

・製図の規約 

①製図の条件   ②尺度および線と文字 

③寸法記入    ④表題欄と部品欄 

⑤穴の表し方   ⑥寸法補助記号の表し方 

３ 

学 

期 

・ねじの基本     ・ねじの製図 

・ボルト、ナット、ショウネジ、トメネジ 

・六角ﾎﾞﾙﾄ、六角ﾅｯﾄの略画法 

・身の周りのものを作図する 

・３Ｄ ＣＡＤを用いながら身の回りのものを 

 作図する技術を身に付けていきます。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

主な 

評価 

方法 

授業態度    授業プリント 

長期休業中の課題   

定期考査 

授業態度    授業プリント 

長期休業中の課題  作品 

定期考査 

授業態度     授業プリント 

長期休業中の課題  作品 

定期考査 

担当者 

より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。 

定期考査だけでなく、日頃の学習活動を大切にしています。授業中におけるさまざまな活動も積

極的に評価をしますので、どんなことも前向きに学習していきましょう。 

 



 

科目名 工業情報数理 単位数 ２ 学年 ２ 学科 
工芸デザイン科 

（デザインコース） 

教科書名 工業情報数理(実教出版) 
使用 

教材等 
なし 

目 標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の諸課題を

適切に解決することに必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）情報について社会や生活との関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるよう

にする。 

（2）情報により解決できる課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき構想を立て解決する力

を養う。 

（3）情報による豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的

かつ協働的に取り組む態度を養う。 

授  業  計  画 

 学習内容 備 考 

 

１

学

期 

オリエンテーション 
２班編制同時展開(ローテーションにて履修） 
 
〈工業情報数理Ａ〉 
インフォグラフィックスについての調べ学
習とイラストレーターの操作方法 
 
〈工業情報数理Ｂ〉 
ソフトウェアの基本知識 
アニメーション作成についての説明 

１年次の復習 
 

 
 
インフォグラフィックスについての説明    
イラストレーターによる基本操作 
 
 
ソフトウェアの基礎  
図形処理ソフトウェア  (教科書) 
プレミアプロによる操作・制作 

 

２

学

期 

〈工業情報数理Ａ〉 
インフォグラフィックス 
 
〈工業情報数理Ｂ〉 
ソフトウェアについて 
アニメーション制作 

 
インフォグラフィックスについての調べ学習 
イラストレーターによる作品制作・まとめ 
 
データベースソフトウェア   
プレゼンテーション支援ソフトウェア 
プレミアプロによる動画の作成 

 

３

学

期 

インフォグラフィックスのまとめ、発表 制作したインフォグラフィックスについての
発表 

評

価

基

準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

定期考査 

授業プリント 

取組姿勢 

定期考査 

授業プリント 

発表 

取組姿勢 

長期休業中の課題等 

担当者 

より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。 

日頃の学習活動を大切にし、作品制作やプリント学習に取り組みましょう。長期休業中課

題は積極的に取り組み、期日を守って提出しましょう。定期考査だけでなく、プリントや

制作物などの提出物を丁寧に取り組み、とくに期限を守ることが重要です。 

 



 

科目名 セラミック技術 単位数 ２ 学年 ２ 学科  工芸デザイン科 
 (ｾﾗﾐｯｸ陶芸ｺｰｽ) 

教科書 なし 教材等 （副読本）セラミック技術 
 （公社）日本ｾﾗﾐｯｸｽ協会 

目 標 セラミックスの製造技術に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

原料処理 
・原料概論 

・原料の移動、輸送、前処理 
・粉砕、粉粒体の特性 
・分級、集じん、混合 
 

セラミック技術の基礎的な理論を学ぶ。 

・原料（天然原料・人工原料）の概論について学ぶ。 

・原料の移動、輸送や前処理について学ぶ。 

・粉砕方法と粉砕機について学ぶ。 
・粉体の分級、集じんについて学ぶ。 
 

２ 
学 
期 

成形と乾燥 

・固体-水系の処理 

・成形と乾燥 

加熱処理 

・加熱方法と熱エネルギー源 

・炉材と窯炉の設計と構築 

・焼成 

溶融 

・ガラスの溶融、成形、除冷 

セラミック技術の基礎的な理論と具体的な事象などから

学ぶ。 

・泥しょうと可塑性について学ぶ。 

・乾燥と収縮について学ぶ。 

・炉材の種類、築炉方法について学ぶ。 

・加熱処理するための炉操作について学ぶ。 

・ガラスの製造方法について学ぶ。 

３ 
学 
期 

・調合計算 

加工 

 ・機械加工、化学加工、電気加工 

・セラミックの加工の実際 

品質管理 

セラミック技術と安全 

 ・公害対策と労働安全 

 ・廃棄物の処理と再資源化 

 ・釉薬の調合計算について学ぶ。 

セラミック技術についての、具体的な事象などから学ぶ。 

・セラミック加工法と、加工の実際について学ぶ。 
・品質管理について学ぶ。 
・公害問題とその原因についてと規制となる法につい

て学ぶ。 
・公害防止対策について学ぶ。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

定期考査 プリント 課題 定期考査 プリント  
長期休業中の課題 

プリント  授業態度  
長期休業中の課題 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。 

セラミックコース専門科目として専門性が高い科目になります。日頃の学習活動がとても大切なので、１時間１時間

の授業を大切にしましょう。 
特に提出物の提出期限に遅れずに提出しましょう。 

 



:科目名 セラミック工業 単位数 ２ 学年 ２ 学科 
工芸デザイン 

（ｾﾗﾐｯｸ陶芸ｺｰｽ） 

教科書 セラミック工業（実教出版株式会社） 教材等 なし 

目 標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の諸課題を適切に解決することに必

要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）セラミックについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に着けるようにする。 

（2）セラミックにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。 

（3）セラミックによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

オリエンテーション 
 
セラミックス工業の概要 
 
 
 
機能性セラミックス 
 
 
陶磁器 

授業への取り組み セラミック工業について 
 
材料と科学技術   
セラミックスとは何か 
 
機能性セラミックスの分類  
機能性セラミックスの製造 
 
陶磁器の概要 
原料 
原料処理と坏土の調整 

２ 
学 
期 

陶磁器 
 
 
 
 
 
 
ガラス 
 
 
 

成形 
乾燥 
焼成 
釉薬 
着色 
各種の陶磁器 
 
ガラス工業の歴史 
原料と製造工程 
各種のガラス  

３ 
学 
期 

ほうろう ほうろう工業の概要 
ほうろうの分類 
ほうろうの製造工程 
釉 
乾燥と焼成 
ほうろうへの装飾 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

主な 
評価 
方法 

定期考査 

課題プリント 

小テスト 

定期考査、 

授業プリント 

定期考査、 

ファイル 

長期休業中の課題 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。 

専門性のある科目です。自ら教科書などで調べ、わからない時はよく質問してください。 

定期考査だけでなく、プリントやファイルなどの提出物も丁寧に取り組みましょう。とくに期限を守ることが重要で

す。学習の取り組みをその時間やその日で完結させることが大切です。 

 



科目名 インテリア計画 単位数 ２ 学年 ２ 学科 
工芸デザイン科 
（デザインコース） 

教科書 インテリア計画（実教出版株式会社） 教材等 教師の自作教材 

目 標  インテリア計画に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。 
 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

第１章 インテリア計画の概要 

 第１節 インテリアの概念 

 第２節 インテリア計画 

 第３節 生活と住まい 

 第４節 住まいの性能 

第２章 インテリアの造形と心理 

 第１節 人間の感覚・知覚と造形 

 第２節 形態 

 第３節 色彩とテクスチャー 

 第４節 空間定位 

インテリア計画の概要について、住まいの安全と快適

性を学習します。 
 
 
インテリアの造形と心理について、形態、色彩、テクス

チャ、空間などの造形要素が人間の心理にどのように

働きかけているかを学習します。 
 
 
インテリアの環境について、物理的環境と心理的環境

を学び、我々の生活に適した環境を作りを学習します。 
 
 
インテリアと人間工学について、人間工学がインテリア

を設計するための有効的な手段としてどのように役立

つかを学習します。 
 
 
インテリアエレメントについて、インテリアプランニングの

立場から学習します。 

２ 
学 
期 

第３章 インテリアの環境 

第４章 インテリアと人間工学 

 第１節 人間工学 

 第２節 人体寸法 

 第３節 動作・作業域・動作空間 

 第４節 インテリアへの応用 

 第５節 インテリアの安全 

３ 
学 
期 

第５章 寸法計画と規模計画 

第１節 空間の目的と規模 

第２節 寸法計画 

第６章 インテリアエレメント 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

定期考査 
教師の自作授業プリント 

定期考査 
実技課題 

取り組み姿勢の観察 
長期休業中の課題 
教師の自作授業プリント 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。 
定期考査だけでなく、実践的な学習にも積極的に取り組んでください。 
授業中におけるさまざまな活動も積極的に評価をしますので、どんなことにも前向きに学習してい

きましょう。 
 



 

科目名   デザイン実践 単位数 ２ 学年 ２ 学科    工芸デザイン科  

教科書名  デザイン実践（実教出版） 
使用 
教材等 

教師の自作教材 

目 標 
デザインに関する知識を習得し、実際に創造し応用する能力と態度を育てる。また、デザインにより解
決できる課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。 

授  業  計  画 

 学習内容 備 考 

 
１
学
期 

・デザインの領域 
・視覚と色彩 
・色を規定する 
・配色 
・色と感覚 
・文字 
 
 

・デザインのはじまりと意義を理解する。 
・デザインの領域とそれぞれの領域について人や環境 
との関わりを学習する。 

・色の三属性、カラーシステム、混色の知識を学び、デ
ザイン実習に必要な知識を習得する。 

・書体に関する学習の前段階として、文字の成り立ちや 
 形にイメージや感情が付加できることを確認する。 
・ポスターの企画を通して、コンセプトの構築や発想に 
ついて学ぶ。 
 

 
２
学
期 

・日本語書体 
・欧文書体 
・表示の技術と構成 
・写真 
・デザインの構成原理 

・日本語書体、欧文書体に関する知識と活用法を学 
ぶ。 

・デザインに必要な表示、材料と用具を学習する。 
・観察と表示、表示から表現へのデザイン活動に重要な
プロセスを学ぶ。 

・写真を通して画面の構成やデジタル画像の基礎を学ぶ 

 
３
学
期 

・ヴィジュアルデザイン 
・1年を振り返りデザイン学習について考える。 

・パッケージデザインの学習をすることで、コンセプト
ターゲット、ブランディングを意識した商品のデザイ
ン活動を通してこれまでの学習内容の振り返りと、応 
用力を身に付ける。 

・１年で学習したことを振り返り、デザインの諸活動と
して大切なことをまとめる。 

主
な
評
価
法 
担
当
者 
か
ら
一
言 
 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

定期考査 
プリント 
課題 

定期考査 
プリント 
アイデアスケッチ 
課題 

定期考査 
取組姿勢 
プリント 
長期休業中課題 

担当者 
より 

この科目では３観点を均等に評価します。 

長期休業中課題においては一定の成果に達するまで繰り返し行うものもあります。期日を守り粘り
強く取り組んでください。 

 



科目名 デザイン材料 単位数 ２ 学年 ２ 学科 
工芸デザイン科 
（デザインコース） 

教科書 デザイン材料（海文堂出版） 教材等 教師の自作教材 

目 標  デザイン材料及び加工に関する知識と技術の習得を目指す。使用目的に応じて適切な材料を選択 

できるよう、材料に対しての理解を深める。 

授  業  計  画 
 学 習 内 容 備    考 

１ 
学 
期 

第1章 総説 

 1節 私たちの生活と材料 

 2節 材料の種類 

  ・ 第1 ～ 第5 

 3節 優れたデザインを生むために 

  ・ 第1 ～ 第8 

 

 

第2章 無機材料の特性と加工技術 

 1節 金属 

  ・ 第1 ～ 第7 

 2節 セラミックス 

  ・ 第1 ～ 第3 

材料とは、材料ごとに異なる特性を持っています。各材 
料の特性や加工方法を知ることで、製品の安全性や機 
能面の探求、製造コストの把握を行うことができるように 
なります。 
 
デザイン材料を通して、様々なデザイン・コストに見合う 
材料の選択が自分自身の知識に基づいて判断できる 
よう、材料ごとの特徴を把握しましょう。 
 
デザイン材料では自作教材を用いた授業を行います。 
実際に材料が加工されている映像などを用いて、各種 
材料の製造工程を学んでいきます。 

２ 
学 
期 

 3節 ガラス 

  ・ 第1 ～ 第4 

 

 

第3章 有機材料の特性と加工技術 

 1節 プラスチック 

  ・ 第1 ～ 第5 

 2節 木材 

  ・ 第1 ～ 第4 

３ 
学 
期 

 3節 その他の有機材料 

  ・ 第1 ～ 第3 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
主な 
評価 
方法 

定期考査 
教師の自作授業プリント 

定期考査 
長期休業中の課題 

取り組み姿勢の観察 
長期休業中の課題 
教師の自作授業プリント 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。 
新たな製品を開発する上で、材料とその加工方法は重要です。コストや製造方法を考えたデザイ

ンを行うために、材料の特性や種類を把握しましょう。 
授業中におけるさまざまな活動も積極的に評価をしますので、どんなことにも前向きに学習してい

きましょう。 
 



 

科目名 デザイン史 単位数 １ 学年 ２ 学科 工芸デザイン科 

教科書    デザイン史 （東京電機大学） 教材等 教師自作教材 

目 標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、造形とデザイン
の鑑賞により創造的かつ効果的なデザインに必要な資質・能力を育成することを目指す。 
⑴ デザインについて歴史的な背景を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 
⑵ 歴史的なデザイン事例からデザインに関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき構想をた
て解決する力を養う。 

⑶ 歴史的なデザイン事例と造形方法を踏まえて独創的にデザインする力の向上を目指して自ら学び、工業
の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

授  業  計  画 

 学 習 内 容 備   考 

１ 
 
学 
 
期 

「デザイン史」を学ぶにあたって 
原始 ラスコー アルタミラ 

１ 古代の生活と造形 
エジプト メソポタミア クレタ ギリシャ 
ローマ  

２ 中世の生活と造形 
  初期キリスト教文化 ロマネスク イスラム  

ビザンチン 

・デザイン史を学ぶにあたり、大まかな流れを理解する。 
 
・古代の生活の仕組みを知り、歴史的背景や発生した造
形について基礎的な知識を理解する。 

 
・中世の生活の仕組みを知り歴史的背景やデザイン、建
築様式について、基礎的な知識を理解する。 

２ 
 
学 
 
期 

２ 中世の生活と造形 
ゴシック  

３ 近世の生活と造形 
  イタリア 初期ルネサンス  

盛期ルネサンス  
マニエリスム 北方ルネサンス 

・中世の生活の仕組みを知り歴史的背景やデザインにつ
いて、基礎的な知識を理解する。 

・近世の生活の仕組みを知り歴史的背景やデザイン、建
築様式について、基礎的な知識を理解する。 

３ 
 
学 
 
期 

３ 近世の生活と造形 
  バロック ロココ 新古典主義 
 
４ 近代のデザインの成立と展開 
  19世紀 

・中世の生活の仕組みを知り歴史的背景やデザインにつ
いて、基礎的な知識を理解する。 

 
・近代におけるデザインの成り立ちを知り、歴史的背景
やそれにかかわる作品について基礎的な知識を理解す
る。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

主な 
評価
方法 

定期考査 
取組姿勢の観察 

定期考査 
授業中課題 
プリント・振り返りシートなど 

取組姿勢の観察 
長期休業中の課題 
プリント・振り返りシートなど 

担当者 
より 

この科目では「知識・技能」と「思考・判断・表現」により重点を置いて評価をします。 

古代から近代にかけてのデザインの成り立ちや展開について、その歴史的背景も踏まえながら学んで

いきます。美術作品や建築様式を学ぶことを通して、現代との違いを見出しデザインにおける多角的

な視点を育みましょう。定期考査だけでなく、提出物や提出期限に対しても積極的に取り組んでくだ

さい。またグループ活動や調べ学習など、授業中におけるさまざまな活動も評価をしますので、どん

なことにも前向きに学習していきましょう。 

 


